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1 はじめに

分散型バージョン管理システムの Gitを使用したコー

ド共有サイトである GitHub(https://github.com/) では多

数のオープンソースソフトウェア (OSS) が開発されて

いる．GitHubにおける OSSの開発では，新機能の追加

やバグの修正といったコードの変更を含むパッチを送信

するための機能である Pull Requestが使用される．Pull

Requestは送信された後に，取り込み (マージ)に関して

開発者間で議論が行われ，マージの成否が決定される．

このため，Pull Requestには，マージされるものとマー

ジされないものが存在する (図 1)．

マージされない Pull Requestは，開発者の作業の無駄

につながる．これは開発者のモチベーションを低下させ

る可能性があり，特性の OSS の品質の低下や開発の中

断を引き起こす可能性がある．

本研究では，Pull Requestのマージに影響を与える要

因を，マージに関する議論に着目して分析する．また，

分析の結果から，マージされない Pull Requestを減少さ

せるための方法を検討する．

2 関連研究

これまでの研究から明らかとなった，Pull Requestの

マージに影響を与える要因と，本研究での分析の対象と

なるデータセットについて述べる．

2.1 Pull Requestに含まれるテストコード

Phamら [3]は，GitHubなどのコード共有サイトにお

けるテスト文化について調査を行った．開発者へのイ

ンタビューの結果から，Pull Requestに含まれるテスト
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図 1 各プロジェクトにおけるマージされた Pull Re-
questとマージされなかった Pull Requestの割合

コードが，Pull Requestのマージに影響を与える要因で

あることを述べている．

2.2 Pull Requestを使用した開発モデル

Gousiosら [2]は，Pull Requestを使用した開発モデル

に関する探査的な研究を行った．Pull Requestのマージ

に影響を与える要因として，Pull Requestによって影響

を受ける領域と Pull Requestを送信するプロジェクトの

規模，Pull Requestによって変更されるファイル数を挙

げている．

2.3 分析の対象とするデータセット

Gousiosら [1]は，GitHub APIが提供する GitHubの

様々な情報を収集し，研究に向けたデータセットを提

供するプロジェクトである GHTorrentを展開している．
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本研究では，分析の対象として，GHTorrentから提供さ

れるデータセットを使用する．

3 提案方式

Pull Requestのマージに影響を与える要因を分析する

方法を述べる．まず，Pull Requestが保持する状態につ

いて述べる．次に，Pull Requestのマージに影響を与え

る要因が含まれる可能性がある議論を抽出する方法を述

べる．

3.1 Pull Requestの 2つの状態

Pull Request は，Opened と Closed のどちらかの状

態にある．Pull Request は，作成された時点で，まず

Opened の状態に遷移する．Pull Request が Opened の

状態である間に，マージの成否を決定するための議論が

行われる．マージの成否を決定するための議論が終了

し，マージの成否が決定されると，Pull Requestは Closed

の状態に遷移し，マージされるものかマージされないも

のとなる．一度，Closedの状態に遷移した Pull Request

は，再度，Openedの状態に遷移することができる．Pull

Requestに関する議論が終了すると，再度，Closedの状

態に遷移する．

3.2 Closedに遷移する直前と直後の議論の抽出

Pull Request が Closed に遷移する直前と直後の議論

には，Pull Request のマージの成否の理由や結果が書

かれていることが多い (図 2)．そこで，Pull Request が

Closed に遷移する直前と直後の議論を抽出する．抽出

した議論を収集し，単語の頻度分析を行うことで，マー

ジに影響を与える要因を明らかにする．

4 評価と考察

分析から明らかになった要因に基づいて，Pull Request

をマージされると予測されるものと，マージされないと

予測されるものに分類する．予測の精度から，分析から

明らかになった要因の有効性を評価する．

ただし，手動でマージされたものは，データセットで

はマージされていないものと判断されている．また，部

分的にマージされたものも同様に，データセットでは

マージされていないものと判断されている．

図 2 Closedの直前にマージの成否の理由が含まれる議論

5 まとめ

本研究では，GitHub における Pull Requet のマージ

に影響を与える要因を，マージの成否を決定するため

に行われた議論を分析する手法を提案した．特に，Pull

Request が Closed に遷移する直前と直後の議論を抽出

することによって，マージに影響を与える要因を明らか

にすることを述べた．

今後は，より詳細な分析を行うことで，マージされな

い Pull Requestを減少させるための方法を確立する．ま

た，データセットにおけるマージの成否と実際のマージ

の成否との相違を検出する手法を検討する．
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